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（1）2019年6月25日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号外

会場では東日本の様々な物産・物品が展示・販売された

三陸産の特大サイズ蒸し牡蠣を買い求める親子連れ

兵庫県保険医協会 評議員・予備評議員（医科）選挙の公示
兵庫県保険医協会 理事長 西山 裕康

協会規約第31条の２及び協会役員等選出規定の第３条の２により、評議員・

予備評議員（医科）選挙の公示を行います。

兵庫県保険医協会規約

第32条 評議員は、本会の方針に沿い、各支部又は歯科部会の活動の中心

となる。

2.評議員は各支部又は歯科部会を代表し、所属する会員の意見を集約し

評議員会に反映する。

3.予備評議員は、評議員を補佐するとともに、評議員会に評議員欠席の

際には評議員として出席する。

【任期】 ２年

【改選日】 ７月20日(土) 午後２時～ 西宮・芦屋支部第39回総会（会場；

西宮中央公民館411会議室）

【立候補日時締切】 ７月13日(土) 正午

【立候補届出の方法】

立候補希望者は、協会事務局までお申し出ください。用紙をお届けしま

す。「立候補届」に必要事項を記入の上、事務局へ持参または郵送・ＦＡ

Ｘでお送りください。なお、歯科について歯科部会で選出します。

兵庫県保険医協会 西宮・芦屋支部役員選挙の公示
兵庫県保険医協会 西宮・芦屋支部 支部長 法貴 憲

協会規約第75条および協会役員等選出規定の第３条の３により、西宮・芦

屋支部役員選挙の公示を行います。

【役職と定数】 支部長・１名、副支部長・若干名、世話人・若干名

【任期】 ２年

【改選日】 ７月20日(土) 午後２時～ 西宮・芦屋支部第39回総会（会場；

西宮中央公民館411会議室）

【立候補日時締切】 ７月13日(土) 正午

【立候補届出の方法】

立候補希望者は、協会事務局までお申し出ください。用紙をお届けしま

す。「立候補届」に必要事項を記入の上、事務局へ持参または郵送・ＦＡ

Ｘでお送りください。

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
25
日
、
広
川
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
第
12
回
被
災
地
交
流
／
物
産
‐
物
品

展
を
開
催
。
地
域
住
民
や
患
者
な
ど
が
参
加
・
交

流
し
た
。

こ
の
企
画
は
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援

と
地
域
交
流
を
目
的
に
定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
、

今
回
で
12
回
目
。
今
回
も
岩
手
県
宮
古
市
「
か
け

あ
し
の
会
」
が
、
わ
か
め
や
サ
バ
缶
な
ど
東
北
の

物
産
品
を
販
売
し
た
ほ
か
、
特
大
サ
イ
ズ
の
蒸
し

牡
蠣
、
ホ
タ
テ
貝
・
つ
ぶ
貝
の
焼
き
物
や
、
塩
サ
イ

ダ
ー
な
ど
の
実
演
販
売
も
行
っ
た
。
ま
た
、
岩
手
県

藤
沢
市
「
ち
く
ち
く
工
房
」
の
バ
ッ
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ケ
ー
ス
、
宮
城
県
気
仙
沼
復
興
住
宅
か
ら
の
手
作
り

手
籠
や
ド
レ
ス
タ
オ
ル
、
福
島
県
の
伝
統
工
芸
品
・

会
津
木
綿
を
使
っ
た
「
三
春
彩
花
（
み
は
る
さ
い
か
）
」

の
雑
貨
・
小
物
な
ど
も
販
売
し
た
。

初
夏
の
爽
や
か
な
日
差
し
の
中
、
会
場
に
は
呼
び

か
け
に
応
じ
て
参
加
し
た
地
域
の
高
齢
者
・
親
子
連

※評議員・予備評議員（医科）、支部役員の立候補に関するお問い合わせは、

協会事務局 TEL.078-393-1840（岡林・山田・冲野）まで

日 時 ７月１９日(金) 午後２時～
会 場 西宮医療会館
講 師 Mr. Robert Conroy
司 会 半田医院 半田 伸夫 先生
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ さかお内科・消化器内科 坂尾 将幸 先生

中島クリニック 中島 敏雄 先生

Role Playing シリーズ⑱「潰瘍性大腸炎／下痢 １回目」

れ
や
患
者
な
ど
が
訪
れ
、
東
北
の
物
産
・
物
品
を

手
に
取
り
な
が
ら
思
い
思
い
に
買
い
物
を
楽
し
ん

だ
。
ま
た
、
12
回
目
を
数
え
る
物
産
‐
物
品
展
に

は
チ
ラ
シ
を
手
に
常
連
の
方
も
数
多
く
参
加
し
、

実
演
販
売
の
蒸
し
牡
蠣
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
互
い

に
交
流
を
深
め
合
っ
た
。



（2）2019年6月25日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号外

手話通訳を交え、皮膚疾患について解説する原田先生

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
24
日
（
金
）
に
西
宮

医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
２
人
が
参
加
し

た
。

【
予
定
・
企
画
】

①
第
12
回
被
災
地
交
流
／
物
産
・
物
品
展
（
５
・

25
）

②
第
36
回
漢
方
研
究
会
（
６
・
15
）

③M
e
d
i
c
a
l

E
n
g
l
i
s
h

＃
53
（
７
・
19
）

④
第
39
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会
（
７
・

20
）

【
予
定
・
企
画
（
日
時
未
確
定
）
】

①
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

【
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
95
回
評
議
員
会
（
５
・
19
）

②
第
51
回
総
会
（
設
立
50
周
年
祝
賀
会
）
（
６
・

16
）

③
第
34
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
大
阪
）

（
10
・
13
～
14
）

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

世
話
人
会
だ
よ
り

３
月
15
日
、
西
宮
手
話
友
の
会
昼
の
部
主
催
の

「
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
」
が
西
宮

市
立
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
西
宮
・
芦
屋
支

部
は
講
師
派
遣
に
協
力
し
、
西
宮
市
・
は
ら
だ
皮

膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
原
田
晋
先
生
が
「
高
齢
者
に

多
い
皮
膚
疾
患
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
30
人
が
参

加
し
た
。
主
催
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

手
話
サ
ー
ク
ル
、
西
宮
手
話
友
の
会
昼
の
部
で

は
聴
覚
障
害
者
と
一
緒
に
病
気
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
る
た
め
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
様
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
毎
年
、
医
療
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
３
月
15
日
に
香
櫨
園
の
は
ら
だ
皮
膚

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
原
田
院
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

「
高
齢
者
に
多
い
皮
膚
疾
患
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

デ
ル
マ
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
内
臓
病
変
か
ら
生
じ

る
皮
膚
の
変
化
に
つ
い
て
「
帯
状
疱
疹
」
「
糖
尿

病
性
足
病
変
」
「
水
疱
性
類
天
疱
瘡
」
「
疥
癬
」

の
４
つ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
写
真
を
多
く
取
り
入

れ
て
く
だ
さ
り
、
悪
化
し
た
時
の
怖
さ
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
ど
の

よ
う
な
症
状
で
ど
の
よ
う
な
対
処
が
良
い
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
講
座
で
細
か
く

教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

何
よ
り
原
田
先
生
の
に
こ
や
か
な
笑
顔
に
癒
さ
れ

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
下
は
参
加
し
た
サ
ー
ク
ル
員
の
感
想
で
す
。

・
「
皮
膚
は
内
臓
を
写
す
鏡
！
」
「
皮
膚
に
何
か

が
起
こ
っ
た
ら
原
因
は
内
臓
に
あ
る
か
も
…
!?
」

な
ど
、
よ
く
聞
く
病
名
や
、
全
く
知
ら
な
か
っ
た

病
名
も
た
く
さ
ん
の
写
真
を
混
じ
え
て
お
話
く
だ

さ
り
、
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
表
面
的
に
見
え
る

現
象
だ
け
で
な
く
、
身
体
の
中
と
の
関
連
が
強
い

こ
と
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
大
変
貴
重
な
時
間

に
な
り
ま
し
た
。

・
皮
膚
科
と
い
う
と
、
痒
い
湿
疹
が
で
き
た
時
く

ら
い
し
か
受
診
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
の
講
座
で
大
変
な
病
気
が
色
々
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
皮
膚
は
内
臓
を
写
す

日 時 ７月20日（土）午後２時30分～

会 場 なでしこホール
（西宮市高松町5番39号 なでしこビル８Ｆ）

講 師 京都女子大学 家政学部食物栄養学科

八田 一 （はった はじめ）先生
参加費 無 料

※上記企画についてのお申し込み・お問合せは、

協会事務局 TEL.078-393-1840 FAX.078-393-1820

E-Mail.yamada-t@doc-net.or.jp（岡林・山田・冲野）まで

日本人は１年間に１人あたり約330個の卵

を消費する卵好きな国民です。我々にとっ

て、卵は必要不可欠な食品ですが、鶏にとっ

ては、命をつなぐカプセルです。その中に

は生命誕生に必要な機能が備わり、多くの

エッグサイティングな研究テーマの宝庫で

す。本講演では、卵の栄養・調理・健康機

能として、黄身返し卵や逆温泉卵、アンチ

エイジング効果、コレステロール問題、虫

歯予防卵やピロリ菌除菌卵など、エッグサ

イティングな話題を紹介します。

エッグサイティングな卵の研究
卵の栄養・調理・健康機能

鏡
と
い
う
こ
と
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
丁
重
に
お
答
え
い
た
だ
き
、
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八田 一 先生 プロフィール

京都女子大学家政学部食物栄養学科

教授。専門分野は食品加工学、食品

材料学。たまごの研究を始めて40年、

たまごからヒヨコが生まれるときの

成分変化やニワトリを病気に強くす

るえさの研究を進める。


